ソファーにふんぞり返ったポーキー親子じゃないか。なんか2人とも会うたびに太って人
相も悪くなっていくみたいだ。
「ポーキー、なんで君がこんなところに……
「モノトリーはちょっとばかり利用価値があるもんでね。おっと、こんなこと貧乏人のこせ
がれが知らなくていいことサ。それにしてもおまえ、目障りだなあ。さっさと消えろよ」
ポーキーが顎をしやくると、脇でひかえていたごっついボディーガードたちがぼくらの前
にズイッと立ちはだかった。
くっ!ポーキーのヤツ、なんだってんだ!ぼくは思わず拳を握りしめた。しかし……。
「こらえるんだ、ネス。こんな敵の巣みたいなところでトラブッたら、やっかいだ。あんな
ヤツの言うこと気にするなよ。それにモノトリー氏に会うにはまたの機会もあるさ!」
両脇からジェフとポーラに押しとどめられ、ぼくはぐっと耐えた。
「ハハハハハ、弱虫ネス、あばよ!」
ヤツの高笑いを背に、ぽくらはエレベーターに乗り、そしてビルを出た。
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翌朝ぼくたちは、さっそくテントに行ってみた。中を見ると、いるわ、いるわ……。おそ
らく街中のゾンビが、ゾンビホイホイのネバネバに手足をとられて、苦しげにもだえている。

